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関節炎学会誌 (suppl). 52-52, 2019. 1 月 

 

B-b 
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1. 右田清志, 古賀智裕, 川上 純. 家族性地中海熱の診断と治療. 日本内科学会雑誌. 108(9):1918-1925. 2019 年 10 月 

2. 川上 純. リウマチ性疾患と人工知能. 九州リウマチ 39(2): 69-74. 2019 年 9 月 

3. 一瀬邦弘. SLE に対する BAFF・APRIL 阻害療法. リウマチ科. 62(3): 2019 年 9 月 

4. 野中文陽. 安心・安全な関節リウマチ治療. 流会報ながさき 50 号. P9-12. 2019.8 月 

5. 川上 純. 膠原病・リウマチ性疾患. 各論【リウマチ熱】.内科学書 改訂第 9 版. P268-270. 2019. 8 月 

6. 岩本直樹, 川上 純. 乾癬性関節炎の画像検査. 脊椎関節炎の手引き. 2019 年 8 月 

7. 一瀬邦弘. 【連載】不明熱の原因となるリウマチ性疾患（第 6 回）全身性エリテマトーデス. 分子リウマチ治療 

12(3);2019.8 月 

8. 鈴木貴久, 福井翔一, 宮本潤哉, 梅北邦彦, 中村英樹, 岡山昭彦, 川上 純. HTLV-1陽性患者におけるTNF阻害薬の有

効性減弱. リウマチ科. 62(1):95-101. 2019 年 7 月 

9. 植木幸孝, 森 俊輔, 吉玉珠美, 内田智久, 小島加奈子, 來留島章太, 辻 良香, 荒牧俊幸, 寺田 馨, 江口勝美, 一瀬邦

弘, 岩本直樹, 川上 純. トファシチニブの有効性と安全性. リウマチ科. 62(1):24-32. 2019 年 7 月 

10. 清水俊匡, 中村英樹, 川上 純. 特集 1/ リウマチ性疾患におけるゲノム関連発症メカニズム 1. シェーグレン症候群. 

臨床免疫・アレルギー科. 2019 年 7 月 

11. 岩本直樹, 川上 純. 強直性脊椎炎. 日本医師会雑誌 指定難病ペディア 2019. 第 148 巻 特別号(1): 323-324. 2019 年 6

月 

12. 川上 純. 特集<Clinical Science> 自己免疫性疾患・炎症性疾患における治療最適化の試み. 序. 炎症と免疫. 27(4):31. 

先端医学社. 2019 年 6 月 

13. 古賀智裕, 住吉玲美, 遠藤友志郎, 川上 純. 特集<Clinical Science>自己炎症性疾患・炎症性疾患における治療最適化

の試み. 自己炎症疾患. 炎症と免疫. 27(4):56-60. 2019 年 6 月 

14. 川尻真也, 川上 純. 特集<Clinical Science> 自己免疫性疾患・炎症性疾患における治療最適化の試み. 関節リウマチ. 

炎症と免疫. 27(4):46-55. 2019 年 6 月 

15. 住吉玲美, 古賀智裕, 川上 純. 特集 関節リウマチ：合併症・依存症をもつ関節リウマチ患者のマネジメント-ウイ

ルス性肝炎. 70(5): 100-104. 薬局. 2019 年 4 月 

16. 右田清志, 浅野智之, 佐藤秀三, 藤田雄也, 古賀智裕, 川上 純. 生物学的製剤を用いた自己炎症疾患の治療. 分子リ

ウマチ治療．12(1): 16-20. 2019.2 月 

17. 古賀智裕, 川上 純. 自己炎症性疾患：内科からのアプローチ．分子リウマチ治療．12(1):12-15; 2019.2 月 

18. 折口智樹，有馬和彦，梅田雅孝, 川㞍真也，古賀智裕，岩本直樹，一瀬邦弘，玉井慎美，中村英樹，塚田敏昭，宮下

賜一郎，溝上明成，岩永 希，古山雅子，中島好一，庄村史子，荒武弘一朗，荒牧俊幸，植木幸孝，江口勝美，福

田孝昭，川上 純. RS3PE 症候群. 臨床リウマチ. 31(1):48-54. 2019 年 2 月 

19. 古賀智裕, 遠藤友志郎, 川上 純. 自己炎症疾患の層別化と IL-6 阻害療法. リウマチ科. 2019 年 1 月 

B-c 
1. 川上 純, 折口智樹. IgG4 関連疾患の診断総論. 岡崎和一，川 茂幸（編）：臨床医必読 最新 IgG4 関連疾患 改訂

第 2 版. 診断と治療社. P30-35. 2019 年 12 月 

2. 川上 純, 中村英樹. HTLV-1 関連脊髄症(HAM)診療ガイドライン 2019. 編集：厚生労働省「HAM ならびに HTLV-1

陽性難治性疾患に関する国際的な総意形成を踏まえた診療ガイドラインの作成」研究班, 「HTLV－1 関連脊髄症

(HAM)診療ガイドライン 2019」作成委員会. 南江堂. 2019 年 5 月 

3. 井川 敬, 川上 純. 第 4 部 疾患としてみた膠原病・リウマチ. 悪性関節リウマチ. EXPERT 膠原病・リウマチ 改訂

第 4 版. 診断と治療社. P176-185. 2019 年 4 月 

4. 川上 純. 関節リウマチ. 今日の治療指針 2020. 医学書院. 2019. 

5. 吉田浩二, 折口智樹, 川上 純. 災害対策ネットワーク. 災害への備え. 中原英子, 金子祐子（編）：関節リウマチ看

護ガイドブック. 羊土社. P251-256. 2019 年 4 月 

6. 住吉玲美, 川上 純. 関節リウマチ看護ガイドブック. 羊土社. 2019 年 4 月 

B-d 
1. 山野嘉久, 中山健夫, 亀井 聡, 吉良潤一, 郡山達男, 岡山昭彦, 川上 純, 湯沢賢治, 中川正法, 中村龍文, 久保田龍
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二, 松浦英治, 松尾朋博, 高田礼子, 井上永介, 鴨居功樹, 中島 孝,村井弘之, 内丸 薫, 崎間洋邦, 坪井義夫 （以下、

研究協力者：新野正明, 永井将弘, 佐藤賢文, 竹之内徳博, 法化図陽一, 松崎敏男, 佐藤知雄, 八木下尚子, 新谷奈津

美, 山内淳司）.HAM ならびに HTLV-1 陽性難治性疾患に関する国際的な総意形成を踏まえた診療ガイドラインの作

成. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）平成 30 年度総括研究報告書. 2019 年 5 月 

2. 山野嘉久, 中山健夫, 亀井 聡, 吉良潤一, 郡山達男, 岡山昭彦, 川上 純, 湯沢賢治, 中川正法, 中村龍文, 久保田龍

二, 松浦英治, 松尾朋博, 高田礼子, 井上永介, 鴨居功樹, 中島 孝,村井弘之, 内丸 薫, 崎間洋邦, 坪井義夫 （以下、

研究協力者：新野正明, 永井将弘, 佐藤賢文, 竹之内徳博, 法化図陽一, 松崎敏男, 佐藤知雄, 八木下尚子, 新谷奈津

美, 山内淳司）.HAM ならびに HTLV-1 陽性難治性疾患に関する国際的な総意形成を踏まえた診療ガイドラインの作

成. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）平成 28～30 年度総合研究報告書. 2019 年 5 月 

3. 森 雅亮, 住田孝之, 渥美達也, 田中良哉, 藤本 学, 神田 隆, 川口鎮司, 神人正寿, 中嶋 蘭, 小林一郎, 川上 純, 正

木康史, 中村誠司, 坪田一男, 高村悦子, 冨板美奈子, 竹内 勤, 天野浩文, 石井智徳, 広畑俊成, 湯澤由紀夫, 武井修

治, 藤井隆夫, 桑名正隆, 亀田秀人, 藤尾圭史, 室 慶直, 伊藤保彦, 三村俊英, 川畑仁人, 岡本奈美, 清水正樹, 太田

晶子, 溝口史高, 木村直樹, 平野史生, 山田 亮, (以下、研究協力者：有沼良幸, 奥 健志, 川人 豊, 近藤裕也, 佐藤伸

一, 新納宏昭, 杉浦真弓, 鈴木勝也, 長谷川 稔, 林 宏樹, 村島温子, 森 臨太郎, 矢嶋宣幸, 保田晋助, 横川直人, 和

田隆志, 砂田芳秀, 清水 潤, 冨満弘之, 本田真也, 逸見祥司, 川澄日出長, 秋岡親司, 植木将弘, 大内一孝, 沖山奈緒

子, 池田高治, 桃原真理子, 三森経世, 佐藤 統, 西山 進, 川野充弘, 斎藤一郎, 坪井洋人, 森山雅文, 東 直人, 中村

英樹, 深谷修作, 大村浩一郎, 安岡秀剛, 田淵裕也, 平田信太郎, 松宮 遼, 楢崎秀彦, 白井悠一郎, 小倉剛久, 長谷川

久紀, 芦原このみ, 中野和久, 久保智史, 井上嘉乃, 舟久保ゆう, 井上なつみ, 水田麻雄, 杉田侑子, 松本拓実, 細谷 

匡, 梅沢夏佳). 自己免疫疾患に関する調査研究. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）平成 30

年度総括研究報告書. 2019 年 3 月 

4. 吉崎和幸, 岡本真一郎、水木満佐央, 青木定夫, 川端 浩, 正木康史, 中村栄男, 小島 勝, 矢野真吾, 川上 純, 宇野賀

津子, 石垣靖人, 井出 眞, （以下、研究協力者：生島壮一郎, 上田恭典, 川野充弘, 鬼頭昭彦, 黒瀬 望, 古賀智裕, 小

島俊行, 瀬戸口京吾, 高井和江, 塚本憲史, 角田慎一郎, 徳嶺進洋, 中世古知昭, 西田純幸, 藤原 寛, 松井祥子, 三浦

勝浩, 水谷 実, 村山真一, 山本 洋, 吉藤 元）. 非癌、慢性炎症性リンパ節・骨髄異常を示すキャッスルマン病、

TAFRO 症候群その類縁疾患の診断基準、重症度分類の改正、診断・治療のガイドラインの策定に関する調査研究. 厚

生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）平成 30 年度総括研究報告書. 2019 年 3 月 

5. 岡本真一郎, 川上 純, 中村栄男, 青木定夫,（以下、共同研究者：角田慎一郎, 瀬戸口京吾）. 非癌、慢性炎症性リン

パ節・骨髄異常を示すキャッスルマン病、TAFRO 症候群その類縁疾患の診断基準、重症度分類の改正、診断・治療

のガイドラインの策定に関する調査研究. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）平成 30 年度分

担研究報告書. 血液学会、リウマチ学会との連携. 2019 年 3 月 

6. 川端 浩, 石垣靖人, 井出 眞, 川上 純, （以下、研究協力者：上田恭典, 鬼頭昭彦, 藤原 寛, 西田純幸, 吉藤 元）. 非

癌、慢性炎症性リンパ節・骨髄異常を示すキャッスルマン病、TAFRO 症候群その類縁疾患の診断基準、重症度分類

の改正、診断・治療のガイドラインの策定に関する調査研究. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事

業）平成 30 年度分担研究報告書. キャッスルマン病の診断基準、臨床的病型分類、重症度分類、および、診療ガイ

ドラインの策定・改訂. 2019 年 3 月 

7. 矢野真吾, 川上 純, 青木定夫,（以下、研究協力者：三浦勝浩, 水谷 実, 塚本憲史）. 非癌、慢性炎症性リンパ節・

骨髄異常を示すキャッスルマン病、TAFRO 症候群その類縁疾患の診断基準、重症度分類の改正、診断・治療のガイ

ドラインの策定に関する調査研究. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）平成 30 年度分担研究

報告書. 地域中核病院体制の確立と運営. 2019 年 3 月 

8. 川上 純, 宇野賀津子, 石垣靖人,（以下、共同研究者：古賀智裕）. 非癌、慢性炎症性リンパ節・骨髄異常を示すキ

ャッスルマン病、TAFRO 症候群その類縁疾患の診断基準、重症度分類の改正、診断・治療のガイドラインの策定に

関する調査研究. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）平成 30 年度分担研究報告書. CD、TAFRO

のエビデンス創出、病態検討：中央病態解析センター設立に向けて. 2019 年 3 月 

9. 井出 眞, （以下、共同研究者：吉崎和幸, 川端 浩, 角田慎一郎, 古賀智裕）. 非癌、慢性炎症性リンパ節・骨髄異常

を示すキャッスルマン病、TAFRO 症候群その類縁疾患の診断基準、重症度分類の改正、診断・治療のガイドライン

の策定に関する調査研究. 厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）平成 30 年度分担研究報告書. 

CDCN を介する国際研究の参画. 2019 年 3 月 

10. 冨田哲也, 中村好一, 松原優里, 渥美達也, 高木理彰, 杉本英治, 亀田秀人, 竹内 勤, 田村直人, 小林茂人, 岸本暢将, 

中島利博, 松野博明, 西本憲弘, 門野夕峰, 森田明理, 岡本奈美, 松井 聖, 山村昌弘, 中島康晴, 川上 純. 強直性脊

椎炎に代表される脊椎関節炎の疫学調査・診断基準作成と診療ガイドライン策定を目指した大規模多施設研究. 厚生

労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）平成 30 年度総括研究報告書. 2019 年 3 月 

11. 冨田哲也, 中村好一, 松原優里, 渥美達也, 高木理彰, 杉本英治, 亀田秀人, 竹内 勤, 田村直人, 小林茂人, 岸本暢将, 

中島利博, 松野博明, 西本憲弘, 門野夕峰, 森田明理, 岡本奈美, 松井 聖, 山村昌弘, 中島康晴, 川上 純. 強直性脊
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椎炎に代表される脊椎関節炎の疫学調査・診断基準作成と診療ガイドライン策定を目指した大規模多施設研究. 厚生

労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業）平成 30 年度分担研究報告書. 強直性脊椎炎全国疫学調査に関

する研究. 2019 年 3 月 
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シンポジウム 学会 シンポジウム 学会 

0 0 12 0 21 127 

 

社会活動 

氏名・職 委 員 会 等 名 関 係 機 関 名 

川上 純・教授 特定疾患対策協議会審査委員、難病医療連絡協

議会理事 

長崎県 

川上 純・教授 理事 公益財団法人放射線影響研究所 

川上 純・教授 理事、九州・沖縄支部長、評議員、RA 超音波標

準化小委員会委員長、国際委員会副委員長、学

会誌 Modern Rheumatology 編集委員会委員、

Modern RheumatologyTransmitting Editor、人

工知能(AI)医療推進委員会委員長、国際育成セ

ミナー小委員会委員長 

日本リウマチ学会 

川上 純・教授 教育研修会委員 日本リウマチ財団 

川上 純・教授 International Journal of Rheumatic Disease 

Associate Editor 

APLAR(アジア太平洋リウマチ学会) 

川上 純・教授 評議員・生涯教育委員 日本内科学会 

川上 純・教授 評議員 日本臨床免疫学会 

川上 純・教授 理事 日本臨床リウマチ学会 

川上 純・教授 支部長・運営委員 九州リウマチ学会 

川上 純・教授 評議員 日本炎症・再生医学会 

川上 純・教授 理事長 日本シェーグレン症候群学会 

川上 純・教授 理事 日本脊椎関節炎学会 

川上 純・教授 理事 日本健康促進医学会 

川上 純・教授 編集委員 分子リウマチ治療編集委員会 

川上 純・教授 Arthritis Rheumatology 日本語版編集委員 ワイリー・パブリッシング・ジャパン 

川上 純・教授 世話人・編集アドバイザー 先端医学社・炎症と免疫 

川上 純・教授 編集委員 先端医学社・Rheumatology Clinical Research 

折口智樹・教授 評議員 日本リウマチ学会 

折口智樹・教授 評議員 日本臨床リウマチ学会 

折口智樹・教授 評議員 日本臨床免疫学会 

折口智樹・教授 運営委員 九州リウマチ学会 

中村英樹・講師 評 議 員 ・ JCR International Scientific 

Committee 

日本リウマチ学会 

中村英樹・講師 運営委員 九州リウマチ学会 

中村英樹・講師 評議員 日本臨床免疫学会 
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中村英樹・講師 Editorial board of Sjögren’s syndrome annual 

supplement 

Clinical and Experimental Rheumatology 誌 

一瀬邦弘・講師 評議員・国際育成セミナー小委員会委員 日本リウマチ学会 

一瀬邦弘・講師 評議員・症例評価委員会委員 日本腎臓学会 

一瀬邦弘・講師 評議員 日本臨床免疫学会 

一瀬邦弘・講師 運営委員 九州リウマチ学会 

岩本直樹・助教 評議員 日本リウマチ学会 

岩本直樹・助教 評議員 日本臨床免疫学会 

岩本直樹・助教 運営委員 九州リウマチ学会 

古賀智裕・助教 評議員・基礎研究推進委員会サブコミッティ委

員 

日本リウマチ学会 

古賀智裕・助教 評議員 日本臨床免疫学会 

古賀智裕・助教 運営委員 九州リウマチ学会 

玉井慎美・講師 評議員 日本リウマチ学会 

玉井慎美・講師 評議員 日本臨床免疫学会 

玉井慎美・講師 運営委員 九州リウマチ学会 

玉井慎美・講師 Special Interest Groups(SIG) member APLAR(アジア太平洋リウマチ学会) 

川㞍真也・講師 評議員・ RA 超音波標準化小委員会委員・

International Scientific Committee 

日本リウマチ学会 

川㞍真也・講師 委員 長崎大学病院超音波センター運営委員 

川㞍真也・講師 運営委員 九州リウマチ学会 

野中文陽・助教 五島市糖尿病性腎臓病重症化予防事業推進連絡

会 

五島市市民生活部国保健康政策課 

野中文陽・助教 研修委員、地域連携委員 長崎地域糖尿病療養指導士認定委員会 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

川上 純・教授 日本医療研究開発機構(AMED)委託

研究開発費 

代表 トシリズマブ効果不十分の特発性多中心性

キャッスルマン病に対するシロリムスの医

師主導治験 

川上 純・教授 日本医療研究開発機構(AMED)委託

研究開発費 

代表 シーズ探索研究から発展する家族性地中海

熱（FMF）に対するトシリズマブの医師主導

治験 

川上 純・教授 日本医療研究開発機構(AMED)委託

研究開発費 

代表 家族性地中海熱（FMF）インフラマソームシ

グナル伝達異常をゲノム創薬で解決する開

発研究 

川上 純・教授 日本医療研究開発機構(AMED)委託

研究開発費 

分担 膿疱性乾癬に代表される IL-36 受容体拮抗

因子欠損症に対する経皮的補充療法の開発

（代表：浦野 健） 

川上 純・教授 日本医療研究開発機構(AMED)委託

研究開発費 

分担 関節エコーによる関節リウマチ診療の最適

化・標準化（代表：池田 啓） 

川上 純・教授 日本医療研究開発機構(AMED)委託

研究開発費 

分担 IRUD における九州内診断拠点病院機能強化

と新規疾患発見へ向けた取り組み（代表：吉

浦孝一郎） 

川上 純・教授 日本医療研究開発機構(AMED)委託

研究開発費 

分担 HAM・HTLV-1陽性難治性疾患の診療ガイドラ

インに資する統合的レジストリの構築によ
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るエビデンスの創出（代表：山野嘉久） 

川上 純・教授 厚生労働省 分担 強直性脊椎炎に代表される脊椎関節炎の疫

学調査・診断基準作成と診療ガイドライン策

定を目指した大規模多施設研究（代表：冨田

哲也） 

川上 純・教授 厚生労働省 分担 非癌、慢性炎症性リンパ節、骨髄異常を示す

キャッスルマン病、TAFRO症候群その類縁疾

患の診断基準、重症度分類の改正、診断・治

療のガイドラインの策定に関する調査研究

（代表：吉崎和幸） 

川上 純・教授 厚生労働省 分担 HAM ならびに HTLV-1 陽性難治性疾患に関す

る国際的な総意形成を踏まえた診療ガイド

ラインの作成（代表：吉崎和幸） 

川上 純・教授 厚生労働省 分担 自己免疫疾患に関する調査研究（代表：森 雅

亮） 

川上 純・教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

関節リウマチの精密医療の達成を目指す多

角的な病態解析研究 

川上 純・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

自己炎症性自律神経節障害の「多様性」に関

する多角的研究（代表：中根俊成） 

川上 純・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

ベーチェット病のゲノムワイド亜型解析に

よるエビデンス創出とレジストリー構築（代

表：桐野洋平） 

川上 純・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

HTLV-1 のシェーグレン症候群病態形成への

直接的関与（代表：中村英樹） 

川上 純・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

家族性地中海熱の「早期診断」と「精密医療

の実現」に向けたバイオマーカーの開発（代

表：古賀智裕） 

川上 純・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

AI 技術を活用した『真の寛解』を目指した

次世代関節リウマチ診療アルゴリズムの構

築（代表：川尻真也） 

川上 純・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

関節リウマチの関節破壊機序の解明：高解像

度 CTによるアプローチ（代表：玉井慎美） 

川上 純・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

抗 CCP 抗体の病的意義の研究からめざす関

節リウマチの病態解明および最適化治療（代

表：岩本直樹） 

川上 純・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

自己炎症バイオマーカーによるリウマチ性

疾患の新たな分類と治療法の確立（代表：右

田清志） 

川上 純・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

トルコと日本の自己炎症疾患発症責任分子

複合体を活性化する生体・環境因子の比較調
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査（代表：増本純也） 

折口智樹・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

膠原病患者の外来におけるセルフマネジメ

ントの現状及び介入効果の多角的検討（代

表：松浦江美） 

折口智樹・教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

自己炎症疾患研究から解明する新規骨量制

御機構（代表：有馬和彦） 

中村英樹・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

HTLV-1 のシェーグレン症候群病態形成への

直接的関与 

一瀬邦弘・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

ループス腎炎における免疫学的機序を介し

たポドサイトの機能解析 

一瀬邦弘・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

抗 CCP 抗体の病的意義の研究からめざす関

節リウマチの病態解明および最適化治療（代

表：岩本直樹） 

一瀬邦弘・講師 日本学術振興会 分担 基盤研究(B) 

関節リウマチ特異的な免疫複合体のエピト

ープの精密特定と複合体形成制御薬の基礎

開発(代表：大山 要) 

岩本直樹・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

抗 CCP 抗体の病的意義の研究からめざす関

節リウマチの病態解明および最適化治療 

岩本直樹・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究(C)  

関節リウマチの関節破壊機序の解明：高解像

度 CTによるアプローチ（代表：玉井慎美） 

古賀智裕・助教 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

家族性地中海熱の「早期診断」と「精密医療

の実現」に向けたバイオマーカーの開発 

古賀智裕・助教 日本学術振興会 代表 科学技術人材育成費補助事業「卓越研究員事

業」；全身性エリテマトーデスにおける病態

解明による精密医療の実現と新規治療薬の

創出 

古賀智裕・助教 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

関節リウマチの関節破壊機序の解明：高解像

度 CTによるアプローチ（代表：玉井慎美） 

玉井慎美・准教授 日本学術振興会 代表 基盤研究(C)  

関節リウマチの関節破壊機序の解明：高解像

度 CTによるアプローチ 

玉井慎美・准教授 日本学術振興会 分担 基盤研究(C) 

抗 CCP 抗体の病的意義の研究からめざす関

節リウマチの病態解明および最適化治療（代

表：岩本直樹） 

川㞍真也・講師 日本学術振興会 代表 基盤研究(C) 

AI 技術を活用した『真の寛解』を目指した

次世代関節リウマチ診療アルゴリズムの構

築 
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清水俊匡・助教 日本学術振興会 代表 若手研究 

多発性筋炎/皮膚筋炎関連急速進行性間質性

肺炎の病態における IL-15の役割の解明 

遠藤友志郎・医員 日本学術振興会 代表 若手研究 

自己免疫疾患における MEFV 遺伝子変異の病

態修飾に関する研究 

川上 純・教授 小野薬品工業株式会社 関節リウマチ患者におけるアバタセプト治

療の関節破壊抑制効果に関連する超音波所

見およびバイオマーカーの検討 

川上 純・教授 小野薬品工業株式会社 HR-pQCT を用いた CTLA4-Ig による関節リウ

マチにおける関節微細構造変化の縦断的解

析 

川上 純・教授 小野薬品工業株式会社 免疫チェックポイント阻害薬ニボルマブが

誘発する 1型糖尿病、間質性肺疾患の発症に

関連する原因遺伝子多型・変異の探索的研究 

川上 純・教授 ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社 Inhibitory mechanisms of CTLA4-Ig for 

murine and human osteoclast formation. 

川上 純・教授 ブリストル・マイヤーズ スクイブ株式会社 日本のリアルワールドにおけるアバタセプ

ト治療が『自己抗体出現状態に与える影響』

および『臨床的パラメーターを用いた有効性

評価と自己抗体出現状態変化との関連』を解

析する探索的研究 

川上 純・教授 日本イーライリリー株式会社 本邦における乾癬性関節炎患者の臨床的特

徴の解明、および画像診断の有用性に関する

探索的研究 

川上 純・教授 日本イーライリリー株式会社 バリシチニブによる HR-pQCT における関節

リウマチ骨びらん進行抑制効果の検討 

川上 純・教授 第一三共株式会社 関節リウマチ患者を対象とした骨びらん進

行抑制効果に関するデノスマブ治療と従来

治療の比較検討：HR-pQCTを用いた非盲検無

作為化群間比較試験 

川上 純・教授 大正製薬株式会社 高齢者 2型糖尿病における、SGLT2阻害薬ル

セオグリフロジンの骨微細構造変化に関す

る縦断的解析（第二世代高解像度末梢骨用定

量的 CTを用いた検討） 

川上 純・教授 アクテリオンファーマシューティカルズジャパン

株式会社 

膠原病患者における肺高血圧症との関連因

子の検討 

川上 純・教授 国立大学法人筑波大学 (特受）医師主導臨床研究『シェーグレン症

候群合併の関節リウマチ患者における、アバ

タセプト投与による有用性の検討』 

川上 純・教授 株式会社医学生物学研究所 関節リウマチ(RA)における血清 14-3-3η 濃

度測定の有用性評価（14-3-3η の RA診断能

の検証） 

玉井慎美・准教授 ファイザー株式会社 リウマチ専門医が少ない離島の患者さんが

安心し、かつ、安全に関節リウマチ治療を受

けられるための教育レベル向上プロジェク

ト 

川㞍真也・講師 ブリストル・マイヤーズ株式会社 

小野薬品工業株式会社 

日本のリアルワールドにおけるアバタセプ

ト治療が『自己抗体出現状態に与える影響』

および『臨床的パラメーターを用いた有効性

評価と自己抗体出現状態変化との関連』を解
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析する探索的研究 

川㞍真也・講師 ファイザー株式会社 A project aimed at leveling medical 

standards by using artificial 

intelligence (AI) and Internet of Things 

(IoT) in the management of rheumatoid 

arthritis in remote areas and remote 

islands in Nagasaki prefecture. 

 

特 許 

氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

一瀬邦弘・講師 糖尿病性腎症の治療用医薬組成物 2005/3/23 2012/7/27 特許第 5044775 号 

川上 純・教授 

一瀬邦弘・講師 

中枢神経ループス（NPSLE）診断用バイオマ

ーカー 

2013/3/18  出願番号 

2013-55543 

川上 純・教授 

古賀智裕・助教 

家族性地中海熱のバイオマーカー 2015/9/18  出願番号 

2015-185703 

川上 純・教授 

古賀智裕・助教 

スティル病と敗血症を鑑別するバイオマー

カー 

2018/4/24  出願番号 

2018-083489 

 

その他 

新聞等に掲載された活動 

氏名・職 活動題目 掲載紙誌等 掲載年月日 活動内容の概要と社会との関連 

川上 純・教授 からだの質問箱 読売新聞 2019/1/18 MRI骨髄浮腫について社会に発信した。 

川上 純・教授 シェーグレン症候群の

口腔乾燥症状治療にお

ける唾液分泌の重要性 

KISSEI KUR 2019/1 シェーグレン症候群の診療における最

新情報を社会に発信した。 

川上 純・教授 対談 リウマチ最新治

療～発症を抑え痛みの

ない毎日を～ 

朝日新聞 2019/3/27 関節リウマチ診療における最新情報を

社会に発信した。 

川上 純・教授 医歯薬学総合研究科長

就任のご挨拶 

長崎医学同窓

会 朋百 

2019/7 医歯薬学総合研究科の近況と今後の方

向性について長崎医学同窓会会員に発

信した。 

川上 純・教授 第58回九州リウマチ学

会 市民公開講座 

関節リウマチ診療の実

際 

西日本新聞 2019/8/24 関節リウマチ治療の最新情報を社会に

発信した。 

川上 純・教授 第58回九州リウマチ学

会 市民公開講座 

関節リウマチ診療の実

際 

長崎新聞 2019/8/31 関節リウマチ治療の最新情報を社会に

発信した。 

川上 純・教授 第58回九州リウマチ学

会 市民公開講座 

関節リウマチ診療の実

際 

長崎新聞 2019/9/4 関節リウマチ治療の最新情報を社会に

発信した。 

川上 純・教授 強直性脊椎炎 聖教新聞 2019/9/29 強直性脊椎炎診療の最新情報を社会に

発信した。 

川上 純・教授 リウマチ治療法を解説 中国新聞 2019/10/29 関節リウマチ治療の最新情報を社会に

発信した。 

古賀智裕・助教 AYA世代のリウマチ・膠 Oncofertility 2019/6/20 AYA世代のリウマチ・膠原病疾患におけ
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る生殖補助医療の重要性について社会

に発信した。 

野中文陽・助教 医学部・歯学部・薬学部

／離島医療・保健実習 

Choho 20191/1 超高齢化がさらに進む離島地域におけ

る医歯薬学部の臨床実習について発信

した。 

野中文陽・助教 離島医療・地域医療をさ

さえる「離島医療研究

所」 

ごとう健康づ

くりニュース 

2019/4 離島医療研究所の「教育・研究・診療」

業務について社会へ発信した。 

野中文陽・助教 安心・安全な関節リウマ

チ治療 

流 会報ながさ

き 

2019/8/15 リウマチ・膠原病の診療科の活動を社会

に発信した。 

野中文陽・助教 第 7 回長崎地域医療セ

ミナーinGOTO 

Choho 201910/1 長崎大学医学部と長崎純心大学の学生

が共修で地域包括ケアを学ぶ取り組み

を発信した。 

 

学術賞受賞 

氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

遠藤友志郎・医員 YRAR参加賞 あゆみ製薬 研究内容が評価された。 

古賀智裕・助教 日本リウマチ学会 APLAR2019 トラベ

ルグラント 

日本リウマチ学会 研究内容と業績が評価された。 

遠藤友志郎・医員 日本リウマチ学会 APLAR2019 トラベ

ルグラント 

日本リウマチ学会 研究内容と業績が評価された。 

井川敬・医員 アクテリオン契約研究助成金 アクテリオン 研究内容が評価された。 

古賀智裕・助教 第 63回日本リウマチ学会総会・学術

集会国際ワークショップ優秀演題賞 

日本リウマチ学会 研究内容と業績が評価された。 

岡本百々子・医員 平成 31 年井上満治医学研究奨励基

金 

医療法人春回会 研究内容が評価された。 

川尻真也・講師 平成 31 年度若手教育研究者のため

の助成金 

輔仁会 研究内容が評価された。 

古賀智裕・助教 EAGOR2019 young investigator 

award 

East Asian Group Of 

Rheumatology 

研究内容と業績が評価された。 

野中文陽・助教 大樹生命厚生財団医学研究助成 大樹生命 研究内容が評価された。 

一瀬邦弘・講師 武田科学振興財団 2019 年度医学系

研究助成（臨床） 

武田科学振興財団 研究内容が評価された。 

清水俊匡・助教 第 28 回日本シェーグレン症候群学

会学術集会奨励賞 

日本シェーグレン症

候群学会 

研究内容と業績が評価された。 

古賀智裕・助教 公益財団法人難病医学財団 医学研

究奨励助成金 

公益財団法人難病医

学財団 

研究内容が評価された。 

 

○特筆すべき事項 

①中村英樹・講師：リウマチ療養講演会・医療相談会において、「関節リウマチの診断と治療」～特に検査データの見

方について～ の講演および医療相談を行った(2019/11/10)。 

②井川 敬・助教：令和元年度難病医療相談（講演）会において、「皮膚筋炎/多発性筋炎、全身性強皮症」について講

演を行った(2019/9/28)。 


